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研究成果の概要（和文）：古墳時代における日本列島と朝鮮半島各地との交流実態を解明すべく、両地域で出土
する「金工品」の考古学的検討に取り組んだ。各種金工品の中でも、特に「垂飾付耳飾」と「装飾付大刀」を対
象に、日韓の出土例の実物を観察する調査を実施した。
属性分析に基づく型式学的検討と、実見観察調査の成果を組み合わせることで、当時の高句麗、新羅、百済、そ
して大加耶の金工技術が、変化する朝鮮半島情勢の中でどのように影響を与え合い、倭へと伝わったのかを明ら
かにした。

研究成果の概要（英文）：In order to explore the actual state of the intercultural relations between 
the Japanese archipelago and the Korean peninsula during the Kofun period, I conducted 
archaeological analyses of the metalwork uncovered from both regions. I focused specifically on two 
types of metalwork, namely, pendant earrings and ornamental swords, personally conducting 
observational analysis of each artifact both in Japan and Korea.
Combining the typological method based on attribute analysis and observation surveys of the 
artifacts, I clarified how the metalworking techniques possessed by Goguryeo, Silla, Baekje, and 
Daegaya interacted with one another against the changing political backdrop of the Korean peninsula 
and how these skills spread to the Japanese archipelago.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日韓両国の出土資料を一律に、かつ悉皆的に扱って、技術的視点からより詳細な系譜関係を整理できたことは、
従来の金工品研究とは一線を画する成果といえる。結果、日本列島出土資料の製作地や工人系譜について、歴史
解釈へと昇華し得るより踏み込んだ具体的分析が可能となった。
このように、古代の日朝関係の在り方について、出土資料の考古学的分析に基づく客観的な交流史像の一端を示
せたことは、大きな社会的意義につながると考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
古代、とりわけ古墳・朝鮮三国時代における、日本列島と朝鮮半島各地の交流に関する研究
は、従来文献史学からのアプローチが主流であった。しかし、1990 年代以降に韓国での発掘資
料が急増したことを受け、考古学的にこれを解明しようという試みが近年活発化している。文
献史料の解釈に基づく当該時期の関係史へのアプローチが飽和状態を迎えつつある一方、日韓
両国で出土している考古資料の様相は文献史料から導かれる両地域の交流史像に必ずしも合致
するものでなく、考古学的方法による交流実態の検討は、新たな可能性を秘めた取り組みとし
て注目された。 
 
 
２．研究の目的 
上記の時期における日本列島および朝鮮半島各地の地域間関係を考古学的に探るべく、両地
域の古墳に納められた副葬品、特に金や銀と
いった貴金属で装飾を施した「金工品」の検
討を試みた。「金工品」は、原材料確保の困
難さや加工に必要な技術の高度な専門性を
勘案すると、その製作工房は極めて限定的で
あったと推測され、当時の政治的権力集団の
中枢で一元的に管理されていたと考えられ
る。本研究では、金工品の流通状況から当該
時期における地域間の政治的関係性を追究
するとともに、金工品の製作技術の伝播・拡
散の様相から、製作を直接的に担った工人集
団の技術交流をも明らかにすることを目標
とした。 
 
 
３．研究の方法 
本研究では、従来の金工品研究からより踏み込んだ水準での分析をおこなうため、あらゆる
金工品を広く総合的に扱うよりも、特定器種への検討をさらに深めていくという方針を採った。
そこで、各種の金工品の中から検討対象を「垂飾付耳飾」（図１）と「装飾付大刀」（図２）と
いう二器種に絞ることとした。具体的な研究に際しては、資料の属性分析による詳細な型式学
的分析と、悉皆的な実見観察調査に基づく製作技術の検討という二つの軸を方法の基礎として
いる。前者は、金工品全体を構成する個々の部品を属性とみなし、属性毎に認められる時間的
な変化や、所属性の組み合わせの偏りを抽出することで、金工品そのものの自律的な編年と内



在する系統差の把握を目指すものである。そうして明らかにした時間軸を基準にしつつ、後者
の実見調査を通じて、特定地域の意匠や製作技術が周辺地域へといつ、どのように伝播してい
るのかを明らかにしていくことで、地域間の交流関係を炙り出していく。なお、両者の方法は
互いに相互補完的な関係にあり、後者の実見調査の中で新たに技術的な属性を見出し、型式学
的検討に加えたりもした。 
 
 
４．研究成果 
第一に、垂飾付耳飾の朝鮮半島南部の各地における出土例を悉皆的に集
成・分析し、系統的・編年的整理を加えた。具体的には、新羅、大加耶、百
済の各地域で出土する垂飾付耳飾に属性分析を実施し、朝鮮半島内での技術
交流の様相を明らかにした。とりわけ、出土例の多い新羅の垂飾付耳飾（図
１・３）については、土器編年に拠らない５段階の自律的な編年体系を確立
し、文献史料の情報を加味しつつ、独自の基準で実年代を付与した。 
第二に、朝鮮半島出土の垂飾付耳飾の汎地域的検討を基に、日本列島で出
土する垂飾付耳飾の系譜的検討をおこなった。属性レベルでの比較を詳細に
行った結果、従来朝鮮半島、特に大加耶からの舶載品とする見方が支配的で
あった、「長鎖式耳飾」という長い兵庫鎖を用いる資料群（図４）について、
古相の金製資料から日本列島で製作されていた可能性が高いことに論及し
た。 
第三に、装飾付大刀の朝鮮半島出土例の悉皆的分析を通じて、新羅、百済、
大加耶の技術的特徴を明確にした。特に、百済と大加耶のそれぞれの製品を
峻別する技術的特徴を把握し、百済の熊津遷都を契機に大加耶へと製作工人
が流出すること、大加耶の滅亡を契機として日本列島へと製作工人が移入し、
単龍・単鳳環頭大刀製作を中心的に担う存在となることなど、技術の伝播を
半島情勢の変化と結びつけて論じることができた。 
第四に、これまでその存在が知られていなかったり、詳細が明らかにされ
ていなかったりした国内外のコレクション資料や個人蔵資料（図５）の一部
を、図化・撮影して研究資料として公開した。京都府穀塚古墳の鉄製単鳳環
頭大刀（図６）では、最新のＣＴスキャンデータを援用して表裏の象嵌文様
の分離・抽出に成功しており、日本考古学で伝統的におこなわれてきた調査
法に、新たな調査技術を導入・活用していく重要性を示すこともできた。 
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